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女子大学生の教育実習にまつわる不安（１） 
―ストレッサーおよび不安事項の詳細な検討― 

○吉村麻奈美（津田塾大学） 高垣マユミ（津田塾大学） 
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問題と目的 
 教育実習中の不安やストレスについて扱った研

究は一定数みられるが，実際のプログラムや心理

的介入について扱った研究は殆ど存在しない。 

高垣ら（2014）や吉村ら（2014）は，現場における

他者とのコミュニケーションが認知や心理の変化

に大きな影響を与えていることを見出し，また吉

村ら（2015）は面接法からも同様の傾向は支持され

るとし，教育実習生への心理的介入の有効性を見

出した。本研究では，上記の流れを受け，より効

果の高い不安低減プログラムを開発するための知

見を得ることを目的とする。そのため，質問紙と

面接法を併用し，ストレスと不安の傾向を探るこ

ととする。なお，教育実習にまつわる不安は女性

の方が高いといわれていることから，女子大学生

を対象とする。 

方   法 
≪対象者≫ 

 教育実践演習（教職科目）を履修している，教育

実習を終えた大学４年生（女子95名）。なお対象者

は中学校もしくは高等学校において英語科の教育

実習を経験している。 

≪質問紙≫ 

 教育実習の前後に，教育実習ストレッサー尺度
（坂田ら，1999）を実施した。回答方法は，全33項

目について，「全くなかった［０］」から大体いつ

もあった「［４］」までの５段階で回答を求めるも

のであった。回答に対して［ ］内の得点が順に

与えられた。 

≪自由記述≫ 

 教育実習ストレッサー尺度における教育実習前

後の得点の理由について，それぞれ考えられるこ

との記述を求めた。 

≪半構造化面接≫ 

 より詳細に不安事項の同定と順位付けをするた

め，半構造化面接を行った。実習後上述の対象者

のうち同意を得た４名を対象に，インフォームド

コンセントを書面で取り，半構造化面接（約60分×

１回）を行った。質問は，「教職に関しての現時点

での不安事項」「尺度で拾えていない不安事項等」

「教員や生徒とのコミュニケーション」等で構成

された。 

結   果 
 教育実習前後における評価得点を対応のあるｔ

検定により比較したところ，教育実習前後に有意

に得点が変化した項目はなかった。 

 自由記述の結果は各項目ごとに類似する内容を

まとめ，カテゴリ化していった。全33項目のうち，

下位尺度「基本的作業」「実習業務」「対教員」「対

児童・生徒」「対実習生」それぞれの領域から１項

目ずつ抜粋したものを表１に載せる。 

表１ 実習前後の得点の理由 

 実習前 実習後 

Ｑ１ 指導案を作
成した 

【楽しい】【大切なも
の】【負担を感じる】
【苦ではない】【うま
くいかない気がす
る】【大変そう】【作
るだろう】【わからな
い】【慣れない】 

【まとめられた】【時
間がかかった】【アド
バイスをもらえた】
【慣れていた】【困惑
した】【大変だった】
【当然のこと】【楽し
かった】 

Ｑ７ 作業の進め
方が分からないこ
とがあった 

【教員に聞く】【わか
らない】【焦りそう】
【聞くのが苦手】 

【相談した】【悩ん
だ】【教えてくれた】
【質問しにくい】 

Ｑ17 教員に悪口
や嫌味を言われる
ことがあった 

【ないと思う】【嫌な
気持ち】【気にしな
い】【わからない】 

【なかった】【きつく
言われた】 

Ｑ21 児童・生徒
が指示に従わなか
ったり，言うこと
を聞いてくれない
ことがあった 

【慣れている】【自信
がない】【自分の指示
を見直す】【そういう
ことはある】【つらそ
う】 

【苦労した】【そうい
うことはなかった】
【教員がサポートし
てくれた】【改善され
た】 

Ｑ29 他の実習生
から作業を押しつ
けられることがあ
った 

【自分でやってほし
い】【わからない】【い
ないと思う】【嫌な気
持ち】【話し合う】 

【そういうことはな
かった】【話し合っ
た】 

 半構造化面接で得られた語りのうち，共通する

内容をカテゴリにまとめた。出現したカテゴリは

【配属校に関するもの】【生徒との接し方】【従事

時間の長さ】【体調面の不安】【教員への気遣い】

【教員からの扱われ方】であった。内容はより具

体化，明細化しており，個別性が高かった。 

考   察 
 ストレッサー尺度に関していえば，教育実習前

後における有意な変化は見られなかった。これは，

実習前の教育において既にストレスをある程度緩

和できている可能性を想定でき，そのことは自由

記述の結果からも示唆されている。 

 実習後に抱かれる不安はより個別性が高く，こ

のことは，実習後に介入を行う場合には，画一的

なものよりも，各人の環境を考慮した個別的な介

入がより有効であることを示していると考えられ

る。今後はこの知見をもとに，教育実習生に対し，

よりきめ細やかで効果的な教育プログラムを検討

していきたい。 
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